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Ⅰ 資源化される宗教
1 宗教・ツーリズム・再帰性／ 2 信仰の「価値」──聖地をめぐる資源化
の力学／ 3 巡礼ツーリズムの誕生／ 4 巡礼ツアーのエスノグラフィー

Ⅱ 日常的宗教環境の再構築
5 宗教観光業の地域民族誌・経営史／ 6 日常における宗教的実践の消長
7 巡礼経験者の生活史と自己物語／ 8 日常的秩序と超常現象の生態学
──ナラティブ・憑依・巡礼経験／ 9 「経験消費」の設計思想

補論　「浅い経験」、およびオルタナティブとしての民間信仰

それは「信仰」なのか、「観光」なのか？
「歩かないでいいというから参加したのに……」とぼやく、おじいちゃん・おばあちゃんを
乗せて、四国八十八ヶ所霊場をまわる団体バスツアー。そこに添乗員補佐として同行した
著者によるエスノグラフィー（民族誌）。その後流行する、現代の聖地巡礼研究に先鞭を
つけた一冊です。現代宗教がもたらす「浅い経験」の可能性とは？

主
　   

要  

　 

目
　   
次

ご注文は JRCへ／ FAX 03-3294-2177　

株式会社 七月社　〠182-0015 東京都調布市八雲台 2-24-6　電話：042-455-1385

帳合・番線 注文数

冊

発行：七月社　　電話：042-455-1385

門田岳久＝著

巡礼ツーリズムの民族誌──消費される宗教経験［増補版］
A5 判並製／432 頁／本体 5400 円／ ISBN978-4-909544-51-3　C1039

＊返品条件付き注文扱い
＊ JRC 経由ですべての取次への出荷が可能です

本書は、2014年度日本宗教学会賞を受賞しながらも、長く品切れで、古書
価も上がっていた初版（2013年刊）に、補論を加えて再刊した増補版です。
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